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学位論文審査結果報告書 

平成 30年 6月 28日 

医学研究科長様 

 

下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 

【審査結果要旨】 

氏名：消化器内科学講座 藤原 達雄先生 

 

論文題名：Evaluation of Brain Activity Using Near-infrared Spectroscopy in 

Inflammatory Bowel Disease Patients (NIRSを用いた炎症性腸疾患患者の脳活動性

評価) 

本研究は、炎症性腸疾患（IBD）の代表的疾患である潰瘍性大腸炎（UC）とクローン病

（CD）において、その発症に関連していると考えられる精神的要因の１つであるうつ状

態を客観的に評価した臨床研究である。うつ状態の定量的な検査方法である near-

infrared spectroscopy（NIRS）および脳由来神経栄養因子（BDNF）の測定を UC患者 36

名、CD 患者 32名、健常者（HC）17名で施行した。さらに Partial Mayo scoreを用い

た UC の活動性評価、CDAI を用いた CD の活動性評価を行い、各指標と活動期と緩解期

との関連性も検討している。NIRS における前頭部積分値では、UC 群において前頭部積

分値は HC群と比較して有意に低下しており、血流の低下は、活動期の UCで顕著であっ

た。一方、CD群においては、HC群と比べ血流の低下は認められず、活動期 CD、緩解期

CD でも血流に差は認めなかった。BDNFに関しては、HC群、UC群、CD群間に有意差を認

めなかった。本研究は、UC と CD におけるうつ状態に関して NIRS を用い脳血流測定す

ることで、客観的に両疾患の脳活動性を評価した新規性の高い研究である。IBDを代表

する UCと CDの２つ疾患において、脳活動性に明確な差異があることは、両疾患の病像

が異なっており、両疾患の病態解明、新たな治療法につながる貴重な研究成果であり、

学位に値すると評価した。今後、UCと CDに認められた脳活動性の明らかな違いが、ど

のような因子に起因しているか明らかにすることで、IBD の発症と精神的要因との関連

性が明らかになり、両疾患の病態解明につながると期待された。なお，申請者は審査発

表会で指摘された様々なポイントについて逐一レスポンスをしており，この点も高く評

価する． 
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